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日本化学工業

成
長
の
基
盤
整
備
進
む

半
導
体
関
連
な
ど
伸
長

今
期
見
通
し

棚橋社長

水平リサイクル実現

衣料用洗剤詰め替えパック

東洋インキ－ライオン

ＣＯ２原料化

詫
間
で
商
用
設
備
稼
働

化
成
品
・
建
材
に
利
用

神
島
化
学

加
須
工
場
を
閉
鎖

藤
倉
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト

無
機
で
は
シ
ア
ヌ
ル
酸
亜

鉛
、
有
機
で
は
シ
ア
ヌ
ル
酸

メ
ラ
ミ
ン
を
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
。
と
も
に
ア
ン
モ
ニ
ア
を

出
発
原
料
と
し
た
シ
ア
ヌ
ル

酸
の
誘
導
体
で
、
白
色
の
粉

末
形
態
で
提
供
し
て
い
る
。

密
着
性
向
上
の
基
本
メ
カ

ニ
ズ
ム
は
、
シ
ア
ヌ
ル
酸
に

よ
る
金
属
と
の
相
互
作
用
。

た
だ
、
異
素
材
の
接
着
性
は

銅
や
ア
ル
ミ
、
Ｓ
Ｕ
Ｓ
（
ス

テ
ン

レ

ス

鋼
）、Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

（
冷
間
圧
延
鋼
板
）
な
ど
の

金
属
と
、
接
着
剤
に
使
わ
れ

る
ア
ク
リ
ル
、
エ
ポ
キ
シ
、

ウ
レ
タ
ン
、
シ
リ
コ
ン
と
い

っ
た
樹
脂
の
組
み
合
わ
せ
に

も
左
右
さ
れ
る
。
樹
脂
で
い

え
ば
無
機
は
ア
ク
リ
ル
、
ウ

レ
タ
ン
、
有
機
は
エ
ポ
キ
シ

に
向
い
て
い
る
が
、
あ
く
ま

で
一
般
論
。「
無
機
と
有
機
の

い
ず
れ
か
を
フ
ァ
ー
ス
ト
チ

ョ
イ
ス
と
し
て
提
案
で
き

る
」（
同
社
）
う
え
、
有
機
で

は
粒
子
系
の
異
な
る
グ
レ
ー

ド
も
３
種
類
用
意
す
る
な

ど
、
多
様
な
組
み
合
わ
せ
を

カ
バ
ー
で
き
る
の
が
強
み

だ
。車

載
部
品
を
想
定
し
た
実

験
も
実
施
し
た
。
ガ
ラ
ス
繊

維
で
強
化
し
た
ポ
リ
ブ
チ
レ

ン
テ
レ
フ
タ
レ
ー
ト
（
Ｐ
Ｂ

Ｔ
）
と
銅
を
接
合
す
る
エ
ポ

キ
シ
に
、
有
機
の
平
均
粒
子

径
２
�
㍍
の
「
Ｍ
Ｃ
�
６
０

０
０
」
を
樹
脂
重
量
に
対
し

０
・
５
％
添
加
。
そ
の
結
果
、

未
添
加
に
比
べ
、
せ
ん
断
接

着
強
さ
が
６
〜
７
倍
に
向
上

し
た
。
ま
た
、
エ
ポ
キ
シ
へ

の
添
加
量
を
２
％
に
設
計
し

た
引
っ
張
り
試
験
で
は
、
界

面
の
剥
離
で
は
な
く
材
料
破

壊
が
起
こ
る
な
ど
、
密
着
性

の
大
幅
な
上
昇
を
確
認
し

た
。「
添
加
量
が
少
な
い
た

め
、
電
気
特
性
も
邪
魔
し
な

い
」（
同
社
）。

従
来
、
無
機
は
「
ス
タ
ー

フ
ァ
イ
ン
」
ブ
ラ
ン
ド
で
１０

年
ほ
ど
前
に
市
場
投
入
し
、

酸
化
亜
鉛
が
犠
牲
防
食
効
果

を
発
揮
す
る
こ
と
か
ら
重
防

食
塗
料
な
ど
の
用
途
で
実
績

が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
異
素

材
接
着
で
も
防
錆
効
果
が
見

込
め
る
。
一
方
、
ナ
イ
ロ
ン

を
は
じ
め
と
す
る
樹
脂
向
け

の
ハ
ロ
ゲ
ン
フ
リ
ー
の
窒
素

系
難
燃
剤
と
し
て
半
世
紀
近

く
展
開
し
て
き
た
歴
史
が
あ

る
有
機
は
、
難
燃
性
の
付
与

が
可
能
だ
。

無
機
は
欧
州
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ

な
ど
で
物
質
登
録
が
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
、
こ
の
こ
と

が
、
と
く
に
海
外
市
場
を
狙

う
ユ
ー
ザ
ー
の
接
着
向
け
へ

の
展
開
を
阻
ん
で
い
た
。
一

方
の
有
機
は
密
着
性
向
上
機

能
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

の
は
こ
の
１
年
だ
が
、
海
外

市
場
で
の
登
録
の
障
壁
も
な

い
。
ま
た
無
機
に
比
べ
て
も

低
コ
ス
ト
と
い
う
。
こ
の
た

め
、
す
で
に
海
外
向
け
重
防

食
塗
料
な
ど
で
採
用
検
討
が

進
ん
で
い
る
と
い
い
、
自
動

車
分
野
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
も
想
定
す
る
電
子
材
料
や

ボ
デ
ィ
ー
な
ど
の
塗
料
、
構

造
接
着
の
領
域
を
開
拓
す
る

考
え
。
有
機
が
伸
び
収
益
が

拡
大
す
れ
ば
、
自
社
に
よ
る

無
機
の
海
外
登
録
も
視
野
に

入
る
。

シ
ア
ヌ
ル
酸
誘
導
体
は
あ

す
２７
〜
２８
日
に
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
、
６
月
１７
〜
１９
日
に
愛

知
県
国
際
展
示
場
で
開
催
さ

れ
る
「
人
と
く
る
ま
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
展
２
０
２
６
」
に

出
展
し
、
来
場
者
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
。

日
産
化
学
は
、
自
動
車
分
野
向
け
に
樹
脂
と
金
属
の
異
素
材
接
着
技
術

を
売
り
込
む
。
提
案
す
る
シ
ア
ヌ
ル
酸
誘
導
体
は
、
樹
脂
へ
の
配
合
に
よ

り
引
っ
張
り
試
験
で
材
料
破
壊
を
引
き
起
こ
す
ほ
ど
金
属
と
の
密
着
性
を

大
幅
に
高
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
構
造
用
接
着
剤
や
塗
料
、
電
装
部
品
な

ど
の
耐
久
性
向
上
や
長
寿
命
化
が
期
待
で
き
る
。
有
機
と
無
機
タ
イ
プ
を

揃
え
、
樹
脂
と
金
属
の
幅
広
い
組
み
合
わ
せ
に
対
応
。
少
量
で
機
能
を
発

揮
し
、
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
防
錆
性
や
難
燃
性
も
付
与
で
き
る
。
有
機
は
海

外
市
場
へ
の
展
開
を
視
野
に
入
れ
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
適
合
し
て

い
る
。

近
年
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資

源
・
食
料
を
巡
る
国
際
情
勢

の
不
安
定
化
を
背
景
に
、
日

本
に
お
い
て
も
「
資
源
自
律
」

を
支
え
る
科
学
技
術
基
盤
の

強
化
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
。
と
り
わ
け
化
学
産
業
で

は
、
反
応
を
支
え
る
触
媒
の

多
く
が
白
金
族
な
ど
の
希
少

資
源
に
依
存
し
て
お
り
、
供

給
不
安
定
性
や
価
格
変
動
、

地
政
学
的
リ
ス
ク
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
状
況
の
下
、
地
球
上
に

豊
富
に
存
在
す
る
元
素
を
活

用
し
て
高
性
能
触
媒
を
実
現

す
る
こ
と
は
、
持
続
可
能
な

社
会
の
構
築
に
向
け
た
重
要

課
題
で
あ
る
。

満
留
敬
人
氏
は
、
こ
の
課

題
に
対
し
、
豊
富
で
安
価
、

か
つ
低
毒
性
の
鉄
に
着
目
し

た
。
鉄
は
本
来
き
わ
め
て
有

望
な
元
素
で
あ
る
一
方
、
触

媒
と
し
て
は
活
性
が
低
く
、

空
気
中
で
容
易
に
酸
化
し
て

活
性
を
失
う
た
め
、
高
性
能

触
媒
と
し
て
の
利
用
は
長
年

困
難
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
同
氏
は
、
鉄
と
非
金
属
元

素
と
の
共
有
結
合
に
着
目
し

た
新
た
な
設
計
概
念
を
導
入

し
、
高
活
性
と
大
気
安
定
性

を
兼
ね
備
え
た
リ
ン
化
鉄
ナ

ノ
結
晶
触
媒
を
世
界
に
先
駆

け
て
開
発
し
た
。
従
来
の
鉄

触
媒
で
は
困
難
で
あ
っ
た
、

高
活
性
・
高
耐
久
性
の
両
立

を
実
現
し
た
点
に
大
き
な
特

色
が
あ
る
。

開
発
し
た
触
媒
は
、
水
素

化
を
中
心
と
す
る
多
様
な
分

子
変
換
反
応
に
お
い
て
優
れ

た
性
能
を
示
す
。
と
り
わ
け
、

ニ
ト
リ
ル
の
液
相
水
素
化
や

カ
ル
ボ
ニ
ル
化
合
物
の
還
元

的
ア
ミ
ノ
化
に
お
い
て
高
い

活
性
と
耐
久
性
を
示
す
。
こ

れ
ら
の
反
応
で
得
ら
れ
る
ア

ミ
ン
類
は
、
医
薬
品
、
農
薬
、

界
面
活
性
剤
、
洗
浄
剤
、
機

能
性
材
料
な
ど
の
原
料
と
し

て
広
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
効
率
的
な
合
成
は
産
業

上
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
触
媒
の
回
収
・
再

使
用
や
大
気
下
で
の
取
り
扱

い
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と

で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
や
プ

ロ
セ
ス
の
簡
素
化
に
も
つ
な

が
る
。
加
え
て
同
氏
は
、
こ

の
設
計
概
念
を
炭
化
鉄
や
他

の
非
貴
金
属
触
媒
へ
と
展
開

し
、
非
貴
金
属
触
媒
の
高
機

能
化
へ
発
展
さ
せ
た
。

本
業
績
は
、
低
活
性
で
酸

化
し
や
す
く
、
高
性
能
化
の

指
針
が
乏
し
か
っ
た
鉄
触
媒

に
対
し
、
高
性
能
化
の
た
め

の
新
た
な
考
え
方
を
示
し
、

鉄
触
媒
の
可
能
性
を
大
き
く

切
り
拓
い
た
こ
と
に
大
き
な

意
義
が
あ
る
。
希
少
資
源
へ

の
依
存
低
減
を
通
じ
て
、
資

源
自
律
を
支
え
る
新
し
い
触

媒
科
学
の
基
盤
を
切
り
拓
く

成
果
と
し
て
、
学
術
・
産
業

の
両
面
で
今
後
の
展
開
が
期

待
さ
れ
る
。

以
上
よ
り
、
Ｇ
Ｓ
Ｃ
賞
文

部
科
学
大
臣
賞
に
ふ
さ
わ
し

い
業
績
と
認
め
ら
れ
た
。

日
本
化
学
工
業
の
２
０
２

６
年
度
（
２７
年
３
月
期
）
は

営
業
利
益
が
前
期
比
１５
・
９

％
増
の
２８
億
円
と
な
る
見
通

し
だ
。
積
層
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ

ン
デ
ン
サ
ー
（
Ｍ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）

や
半
導
体
市
場
の
回
復
・
拡

大
基
調
を
受
け
て
関
連
製
品

が
販
売
を
伸
ば
し
、
事
業
改

善
効
果
も
加
わ
る
。

売
上
高
は
１
・
５
％
増
の

４
０
８
億
円
を
見
込
む
。
原

燃
料
調
達
に
お
け
る
重
大
な

供
給
リ
ス
ク
は
想
定
し
て
い

な
い
。
純
利
益
は
３
・
６
％

増
の
３０
億
円
と
な
る
見
通
し

で
、
自
己
資
本
利
益
率
（
Ｒ

Ｏ
Ｅ
）
は
前
期
と
同
水
準
の

６
％
を
見
込
む
。
想
定
為
替

レ
ー
ト
は
１
㌦
１
５
６
円
で

設
定
し
た
。

原
燃
料
価
格
の
上
昇
や
為

替
の
円
安
に
よ
る
原
燃
料
調

達
コ
ス
ト
の
上
昇
、
減
価
償

却
費
の
増
加
が
営
業
利
益
の

圧
迫
要
因
と
な
る
が
、
原
燃

料
価
格
上
昇
分
の
価
格
改
定

や
事
業
改
善
効
果
で
打
ち
返

す
。
全
体
の
販
売
数
量
は
前

期
並
み
を
見
込
む
。

セ
グ
メ
ン
ト
別
で
化
学
品

事
業
の
営
業
利
益
は
２４
・
９

％
増
の
１６
億
円
を
見
込
む
。

ク
ロ
ム
製
品
の
メ
ッ
キ
向
け

や
リ
ン
製
品
の
一
般
工
業
向

け
が
落
ち
込
む
も
、
シ
リ
カ

製
品
が
好
調
に
推
移
す
る
。

機
能
品
事
業
は
１７
％
増
の
６

億
円
の
予
想
を
立
て
た
。
成

長
投
資
に
と
も
な
う
減
価
償

却
費
の
増
加
が
収
益
を
抑
え

る
要
因
と
な
る
が
、
電
子
セ

ラ
ミ
ッ
ク
材
料
は
車
載
や
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
向
け
、
高
純

度
電
子
材
料
は
半
導
体
向
け

で
需
要
拡
大
を
見
込
ん
で
い

る
。今

期
が
最
終
年
度
の
中
期

経
営
計
画
の
数
値
目
標
（
売

上
高
４
９
０
億
円
、
営
業
利

益
３３
億
円
）
は
未
達
に
終
わ

る
見
通
し
。
Ｍ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
や
半

導
体
関
連
市
場
の
成
長
が
当

初
想
定
を
下
回
っ
た
こ
と

や
、
先
行
投
資
負
担
の
影
響

が
大
き
い
。

Ｍ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
や
半
導
体
関
連

な
ど
成
長
分
野
の
２６
年
度
売

上
高
を
２
０
０
億
円
に
高
め

る
目
標
を
掲
げ
る
。
２５
年
度

の
実
績
は
前
期
比
１９
・
５
％

増
の
１
５
３
億
円
と
な
っ
た

が
、
一
段
の
上
積
み
が
必
要

と
な
る
。
一
方
で
、
電
子
セ

ラ
ミ
ッ
ク
材
料
の
徳
山
工
場

（
山
口
県
周
南
市
）
で
の
大

型
投
資
が
完
了
し
、
４
月
に

は
主
要
顧
客
の
Ｔ
Ｄ
Ｋ
と
電

子
部
品
材
料
の
開
発
を
担
う

合
弁
会
社
も
設
立
し
た
。
棚

橋
洋
太
社
長
は
２２
日
の
オ
ン

ラ
イ
ン
会
見
で
「
今
後
の
成

長
に
向
け
た
基
盤
整
備
は
進

ん
だ
」
と
述
べ
た
。

半
導
体
関
連
向
け
高
純
度

電
子
材
料
は
現
中
計
期
間
中

で
の
生
産
能
力
増
強
を
検
討

し
て
き
た
が
、
建
設
費
上
昇

な
ど
を
受
け
て
計
画
を
再
精

査
し
て
い
る
。
棚
橋
社
長
は

顧
客
か
ら
の
引
き
合
い
は
強

い
と
し
て「（
３
カ
年
の
次
期

中
計
期
間
中
に
）
投
資
を
実

行
に
移
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
」
と
語
っ
た
。

東
洋
イ
ン
キ
は
、
日
用
品

大
手
ラ
イ
オ
ン
と
の
共
同
開

発
に
よ
り
衣
料
用
洗
剤
の
詰

め
替
え
パ
ッ
ク
の
「
水
平
リ

サ
イ
ク
ル
」
を
実
現
し
た
と

発
表
し
た
。
製
造
工
程
で
発

生
し
た
積
層
フ
ィ
ル
ム
端
材

か
ら
接
着
剤
や

印
刷
イ
ン
キ
な

ど
を
剥
離
し
、

新
た
な
詰
め
替

え
パ
ッ
ク
に
再

利
用
す
る
。
パ

ー
ト
ナ
ー
各
社

と
の
連
携
を
強

化
し
、
軟
包
装

分
野
で
の
資
源

循
環
モ
デ
ル
構

築
を
進
め
る
構

え
だ
。

フ
ィ
ル
ム
パ

ッ
ケ
ー
ジ
な
ど

の
軟
包
装
は
用

途
ご
と
に
異
な

る
要
求
性
能
を
確
保
す
る
た

め
に
複
層
構
造
と
な
っ
て
い

る
。
異
な
る
素
材
に
加
え
印

刷
イ
ン
キ
や
接
着
剤
な
ど
も

用
い
ら
れ
、
通
常
の
リ
サ
イ

ク
ル
工
程
で
除
去
す
る
こ
と

は
難
し
い
。

東
洋
イ
ン
キ
は
異
な
る
素

材
の
フ
ィ
ル
ム
同
士
を
剥
離

し
印
刷
イ
ン
キ
を
取
り
除
く

剥
離
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
を
有

し
て
お
り
、
ラ
イ
オ
ン
と
と

も
に
改
良
を
施
し
た
。
複
層

フ
ィ
ル
ム
を
ア
ル
カ
リ
処
理

す
る
こ
と
で
接
着
剤
を
溶
解

し
、
素
材
ご
と
に
分
離
す

る
。
高
純
度
の
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
（
Ｐ
Ｅ
）
を
回
収
で
き
る

た
め
、
軟
包
装
材
を
高
品
質

な
包
装
へ
再
生
で
き
る
。

対
象
製
品
は
、
ラ
イ
オ
ン

が
５
月
に
数
量
限
定
で
発
売

す
る
衣
料
用
洗
剤
「
ア
ク
ロ

ン

フ
ロ
ー
ラ
ル
ブ
ー
ケ
の

香
り

つ
め
か
え
用
大
」。２４

年
に
発
売
し
た
浴
室
用
洗
剤

「
ル
ッ
ク
プ
ラ
ス

バ
ス
タ

ブ
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
つ
め
か
え

用
大
サ
イ
ズ
」
の
製
造
時
に

発
生
し
た
端
材
を
再
生
材
と

し
て
用
い
る
こ
と
で
、
詰
め

替
え
パ
ッ
ク
か
ら
詰
め
替
え

パ
ッ
ク
へ
の
水
平
リ
サ
イ
ク

ル
を
実
現
し
た
。
詰
め
替
え

パ
ッ
ク
裏
面
に
は
再
生
材
使

用
を
示
す
専
用
ア
イ
コ
ン
を

表
示
す
る
。

東
洋
イ
ン
キ
は
今
後
、
日

用
品
向
け
に
加
え
食
品
包
装

な
ど
他
分
野
へ
の
展
開
も
視

野
に
入
れ
る
。
製
紙
機
械
メ

ー
カ
ー
の
相
川
鉄
工
や
樹
脂

加
工
機
械
な
ど
を
手
が
け
る

萩
原
工
業
な
ど
の
パ
ー
ト
ナ

ー
企
業
と
連
携
し
、
洗
浄
や

脱
墨
、
異
材
質
分
離
を
含
め

た
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の

社
会
実
装
を
進
め
る
。

神
島
化
学
工
業
は
詫
間
工

場
（
香
川
県
三
豊
市
）
で
工

場
排
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
低
濃

度
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
を

原
料
化
す
る
商
用
プ
ラ
ン
ト

が
１８
日
に
稼
働
し
た
と
発
表

し
た
。
投
資
額
は
約
３０
億
円
。

ま
ず
は
年
約
４
０
０
０
㌧
の

Ｃ
Ｏ
２

を
建
材
や
化
成
品
の

原
料
に
利
用
し
、
段
階
的
に

年
約
２
万
㌧
ま
で
引
き
上
げ

る
計
画
。

同
社
が
開
発
し
た
「
Ｃ

Ｏ
２

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」
は
工
場

内
で
発
生
す
る
排
ガ
ス
中
の

Ｃ
Ｏ
２

と
ア
ル
カ
リ
性
資
源

を
反
応
さ
せ
る
こ
と
で
、
炭

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
、
炭
酸
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
を
生
成
す
る
。
得

ら
れ
た
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
、

炭
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
化
成

品
事
業
の
製
品
、
建
材
事
業

の
製
品
原
料
に
利
用
す
る
こ

と
で
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削

減
と
資
源
循
環
の
両
立
が
図

れ
る
。

一
般
に
Ｃ
Ｏ
２

を
原
料
利

用
す
る
場
合
は
高
純
度
化
す

る
濃
縮
工
程
が
必
要
で
、
多

く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す

る
。
同
社
は
反
応
条
件
や
装

置
設
計
を
最
適
化
す
る
こ
と

で
反
応
効
率
を
高
め
、
Ｃ

Ｏ
２

の
圧
縮
・
濃
縮
工
程
を

省
い
た
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し

た
。さ
ら
に
、
従
来
は
不
純
物

の
影
響
か
ら
利
用
が
難
し
か

っ
た
建
材
、
化
成
品
の
製
造

工
程
で
発
生
す
る
副
産
物
を

ア
ル
カ
リ
性
資
源
と
し
て
活

用
で
き
る
技
術
も
開
発
し

た
。今

回
稼
働
し
た
商
用
プ
ラ

ン
ト
の
Ｃ
Ｏ
２

処
理
能
力
は

年
約
４
０
０
０
㌧
で
、
今
後

は
反
応
設
備
の
増
設
な
ど
で

年
約
２
万
㌧
ま
で
段
階
的
に

引
き
上
げ
る
計
画
。
同
シ
ス

テ
ム
は
石
岡
工
場
（
茨
城
県

石
岡
市
）
へ
の
導
入
も
予
定

し
て
お
り
、
２
０
３
０
年
ま

で
に
自
社
工
場
か
ら
の
Ｃ

Ｏ
２

排
出
ゼ
ロ
（
ス
コ
ー
プ

１
）
の
達
成
を
目
指
す
。

２６
年
１０
月
に
は
、
Ｃ
Ｏ
２

を
固
定
化
し
た
建
材
の
新
製

品
「
Ｚ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
」
を
発
売

す
る
予
定
。
同
シ
ス
テ
ム
で

生
成
す
る
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

は
外
部
原
料
の
代
替
と
な

り
、
原
料
調
達
の
安
定
化
に

つ
な
が
る
。
新
規
プ
ロ
セ
ス

の
導
入
に
よ
っ
て
製
造
コ
ス

ト
は
一
定
程
度
上
昇
す
る
見

込
み
だ
が
、
環
境
価
値
を
付

加
し
た
新
製
品
と
し
て
市
場

展
開
を
図
る
構
え
だ
。

藤
倉
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
は
工

業
用
ゴ
ム
部
品
と
空
圧
制
御

機
器
の
生
産
を
手
が
け
る
加

須
工
場
（
埼
玉
県
加
須
市
）

を
２
０
２
９
年
３
月
末
に
閉

鎖
す
る
と
発
表
し
た
。
生
産

拠
点
を
集
約
し
、
経
営
資
源

を
最
適
化
す
る
。
当
該
従
業

員
は
他
事
業
所
に
配
置
転
換

す
る
。
業
績
へ
の
影
響
は
軽

微
と
し
て
い
る
。

同
社
は
こ
れ
ま
で
岩
槻
工

場
（
さ
い
た
ま
市
）、原
町
工

場
（
福
島
県
南
相
馬
市
）、小

高
工
場
（
同
）
と
あ
わ
せ
国

内
４
拠
点
拠
点
で
生
産
し
て

き
た
。
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
な
ど
の
高
騰
や
将
来
的
な

内
需
の
変
化
へ
の
対
応
に
加

え
、
中
長
期
的
な
収
益
力
の

維
持
・
強
化
を
図
る
に
は
生

産
体
制
の
再
編
が
不
可
欠
と

判
断
。
拠
点
集
約
に
よ
り
製

造
コ
ス
ト
の
低
減
、
資
材
調

達
の
一
元
化
、
生
産
ラ
イ
ン

の
稼
働
率
向
上
を
図
る
。

樹
脂
・
金
属
の
密
着
性
向
上

シアヌル酸誘導体

自
動
車
分
野
に
攻
勢

日
産
化
学

引
っ
張
り
試
験
で
は
材
料
破
壊
が

起
こ
る
ほ
ど
の
密
着
性
を
確
認

イミダゾール硬化エポキシ

添加によりエポキシのせん断
接着強さが６～７倍に向上

ＭＣ-6000 添加量［phr］

ＧＦ強化ＰＢＴ

銅

[MPa]

せ
ん
断
接
着
強
さ

第
２５
回
Ｇ
Ｓ
Ｃ
賞

第
２５
回
Ｇ
Ｓ
Ｃ
賞

文
部
科
学
大
臣
賞

資源自律に貢献する非貴金属ナノ触媒の創出

低活性・酸化失活を克服した
新しい鉄触媒の設計・開発

満留敬人氏

大阪大学

鉄
系
で
高
活
性
・
高
耐
久
性
両
立

Ｃ
Ｏ
２

原
料
化
の
商
用
プ
ラ

ン
ト

２０２６年（令和８年）５月２６日（火曜日）（第三種郵便物認可）（３）


